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みち子のひとりごと

広島こぼれ話

8月4日から6日まで、広島で開かれた

原水爆禁止2018年世界大会に行ってき
ました。海外から国内各地から、核兵器
廃絶運動に携わる人々が広島の地に集い、

情勢の学習や運動の交流などを行います。

被爆後73年たち、被爆者の平均年齢
は80才を過ぎました。核兵器が使われ
たヒロシマ・ナガサキではどういうこと

が起こったのか、被ばくの実相をどう伝
え続けていくのかが今の課題です。今回

は高校生や大学生の取り組みが紹介され、
若い人の参加も目立ちました。また、裏
面に載せた子どもの「平和の誓い」にも

「伝承者になります」と力強く語ってい
ます。頼もしく思います。

開会総会で「総がかり実行委員会」の
共同代表が初めて参加し、原水爆禁止の

運動が一つになってい
ないことをさして「分
裂している場合ではな

い。今は共闘の時代だ」
と話されたことに感動

しました。

核兵器禁止条約は122か国の賛成で国

連で採択されて丸１年たちました。8月
の大会までに批准した国は14か国です。
1年経ってまだ14か国かという思いもあ

りましたが、他の条約と比べても決して
遅くはないスピードだと知り安心しまし
た。核兵器を手放したくない国々とのせ

めぎ合いもありますが、批准をすすめ発
効させるためにも、ヒバクシャ署名で世

論と運動を盛り上げることが必要です。

子どもの「平和の誓い」にある、

平和とは、自然に笑顔になれること。
平和とは、人も自分も幸せであること。

平和とは、夢や希望を持てる未来がある

こと。

の一節にはとても考えされられました。
日本は平和の国と言いますが、本当にそ
うでしょうか。「夢や希望が持てる未来

がある」と言い切れるでしょうか。自信
も持って言い切れる日本にしていかなく
ては。そのためにできることを惜しまず

やっていこうと、決意を新たにしました。

ノーモアヒロシマ ノーモアナガサキ

核兵器のない平和で公正な世界を！ NEVER GIVE UP！
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平和への誓い
広島市平和記念式典でこども代表が読み上
げた平和への誓いは次の通りです。

人間は美しいものをつくることができます。

人々を助け、笑顔にすることができます。

しかし、恐ろしいものをつくってしまうのも

人間です。

昭和２０年（１９４５年）８月６日 午前８

時１５分。

原子爆弾の投下によって、街はやけ、たくさ

んの命が奪われました。

「助けて。」と泣き叫びながら倒れている子

ども。

「うちの息子はどこ。」と探し続けるお父さ

んやお母さん。

「骨をもいでください。」と頼む人は、皮膚

が垂れ下がり、腕の肉がない姿でした。

広島は赤と黒だけの世界になったのです。

７３年が経（た）ち、私たちに残されたのは、

血がべっとりついた少女のワンピース、焼け

た壁に記された伝言。

そして今もなお、遺骨のないお墓の前で静か

に手を合わせる人。

広島に残る遺品に思いを寄せ、今でも苦しみ

続ける人々の話に耳を傾け、

今、私たちは、強く平和を願います。

平和とは、自然に笑顔になれること。

平和とは、人も自分も幸せであること。

平和とは、夢や希望を持てる未来があること。

苦しみや憎しみを乗り越え、平和な未来をつ

くろうと懸命に生きてきた広島の人々。

その平和への思いをつないでいく私たち。

平和をつくることは、難しいことではありま

せん。

私たちは無力ではないのです。

平和への思いを折り鶴に込めて、世界の人々

に届けます。

７３年前の事実を、被爆者の思いを、

私たちが学んで心に感じたことを、伝える伝

承者になります。

平成３０年（２０１８年）８月６日

広島市立牛田小学校６年 新開 美織

広島市立五日市東小学校６年 米廣 優陽

しめきりが決まりました・・・

ぶどう狩り＆
どんどん広場＆

中野ＢＣetc.

９月１７日（月・祝日）

しめきり ８月３１日（金）

詳しくは同時折り込みのチラシを

ご覧ください

お問い合わせは
０９０－１７０２－７３１０

松坂まで


